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任
期
満
了
に
伴
う
昭
和
町
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
は
、
四
月
十
九
日
告

示
、
定
員
十
一
名
に
対
し
十
一
名
が

立
候
補
、
新
委
員

K
無
投
票
で
次
の

方
々
が
決
ま
り
ま
し
た
。

小
宮
山

今

福
塩

田

神
宮
寺

堀

内

武

井
坂

本
浅

川
清

水

高

野

栗

原

町の人口

辰光俊三
四

強久造武雄章仁雄昭彦十

菊孝忠

4月 1日現在

4. 2 8 0人男

(
敬
称
略
)

(
紙
漉
阿
原
)

(
清
水
新
居
)

(
西
条
新
田
)

(
河
東
中
島
)

(

飯

喰

)

(
上
河
東
)

(
西
条
二
区
)

(

押

越

)

(

河

西

)

(
西
条
一
区
)

(
築
地
新
居
)

4.3 6 3人

8. 6 4 3人

2. 3 2 8戸

女

世帯数

計



(2) 報広町和昭

町民 l人が負担する町税〈総額 52，360円〉

告らi慨
-̂- ~ヲヨ事... 

.JjN:t.-::~蝿量当.r~

巨"':-，-'(;1冠鋸r-

その他

745円

電気税

3.426円

町たばこ消費税

3.025円

町民税

2 O. 561円

固定資産税

24.603円

三
月
十
二
日
か
ら
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
三
月
定
例
町
議
会
は
、

十
三
億
一
千
七
百
二
十
三
万
円
に
の
ぼ
る
新
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

二
つ
の
特
別
会
計
予
算
な
ど
二
十
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
乙
で
、
可
決
さ
れ
た
新
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3億1，723万円寸
2%漕 l

本
年
度
一
般
会
計
予

算
規
模
は
、
十
三
億
一

千
七
百
二
十
三
万
円
と

な
り
、
昨
年
当
初
よ
り

八
千
八
百
万
円
、
七
・

二
%
増
で
大
変
低
い
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

の
低
い
伸
び
率
の

原
因
は
ー
新
庁
舎
建
設

事
業
の
完
了
及
び
町
営

住
宅
建
設
戸
数
の
減
等

に
よ
る
事
業
費
予
算
の
減
と
、
国
の

地
方
財
政
等
を
考
慮
し
編
成
を
行
っ

た
た
め
で
す
。

継
続
の
大
き
な
事
業
が
完
了
し
た

と
い
う
も
の
の
、
人
口
急
増
に
対
応

す
る
諸
般
の
施
設
等
大
き
な
問
題
が

本
町
で
は
山
積
み
さ
れ
て
お
り
、
き

び
し
い
財
政
状
況
下
の
中
で
、
極
力

行
政
の
効
率
化
、
簡
素
化
を
進
め
、

経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

順
調
に
伸
び
る
町
税
三

0
・
一
七
%
増

ま
だ
ま
だ
高
い
国
・
県
の
依
存
率

町
の
主
要
な
自
主
財
源
の
町
税
は
、

四
億
五
千
二
百
二
十
八
万
円
で
全
体

の
三
四
・
三
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億
四
百

八
十
三
万
円
、

三
0
・
一
七
%
の
増

と
な
り
ま
す
。

乙
の
町
税
の
内
訳
は
、
町
民
税
一

億
七
千
七
百
六
十
万
円
、
固
定
資
産

税
二
億
一
千
二
百
五
十
三
万
円
、
軽

自
動
車
税
四
百
九
十
三
万
円
、
町
た

ば
こ
消
費
税
二
千
六
百
十
三
万
円
、

電
気
税
二
千
九
百
五
十
九
万
円
、
土

地
保
有
税
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
特
に
大
幅
な
伸

び
を
占
め
し
て
い
る
の
が
町
民
税
、

固
定
資
産
税
で
、
固
定
資
産
税
に
お

い
て
は
昨
年
度
よ
り
五
千
三
百
九
十

七
万
円
、
町
民
税
に
お
い
て
は
三
千

百
六
十
万
円
増
と
順
調
な
伸
び
を
占

め
し
て
い
ま
す
。

こ
の
町
税
を
、
町
民
一
人
当
り
で

卦
質
す
る
と
五
万
二
千
三
百
六
十
円
、

ま
た
一
世
帯
当
り
で
は
十
九
万
四
千

二
百
八
十
円
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
乙
の
町
税
だ
け
で
は
財

壊
建
営
は
な
り
た
た
ず
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
国
・
県
の
補
助
金
、
町
債
な

ど
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
人
口
の
増
加
に

伴
い
若
干
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、

三

億
五
千
万
円
を
計
上
。
さ
ら
に
各
種

事
業
の
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
、
国

や
県
か
ら
の
支
出
金
が
二
億
三
千
二

百
十
六
万
円
と
な
り
、
国
や
県
へ
の

依
存
度
が
極
め
て
高
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
施

す
る
た
め
必
要
と
す
る
財
源
と
し
て

借
り
入
れ
ら
れ
る
町
債
、
い
わ
ゆ
る

町
の
借
金
は
、
一
億
五
千
九
百
十
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な

も
の
は
、
教
育
施
設
整
備
を
は
じ
め

町
営
住
宅
資
金
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で

す。



報

その他

10.665千円 0.7% 災
害
対
策
の
充
実
や

都
市
と
し
て
の
形
成
づ
く
り
を

広

性
質
別
の
歳
出
予
算
は
別
表
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、
乙
の
予
算

を
執
行
す
る
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま

し
ょ
〉
づ
本
年
度
主
な
事
業
は
、
ま
ず
第
一

に
地
震
対
策
事
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

乙
れ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
昨
年
か

ら
積
極
的
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
莫
大
な
工
事
費
を
か

け
、
防
災
行
政
無
線
の
取
付
け
工
事

が
行
わ
れ
ま
す
。
町
内
全
域
一
斉
放

町和

男IJ

昭

質性

(3) 

送
が
可
能
と
な
る
た
め
、
緊
急
時
の

襲
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
れ
る

ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
有
効
利
用

で
き
る
乙
の
防
災
行
政
無
線
に
は
、

大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
ま
す
。

乙
の
ほ
か
、
防
火
体
勢
の
強
化
を

図
る
た
め
道
路
用
防
火
水
槽
を
一
基

藍
且
、
小
型
ポ
ン
プ
、
避
難
地
用
発

震
の
購
入
、
ま
た
、
家
庭
用
ガ
ス

の
地
震
時
に
お
け
る
防
火
機
器
の
設

置
を
奨
励
す
る
乙
と
と
し
、
希
望
者

五
百
世
帯
に
、
機
器
代
二
戸
当
り
四

千
円
を
助
成
し
ま
す
。

次
に
、
小
中
学
校
共
同
給
食
調
理

場
の
建
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
最
新

の
機
械
設
備
を
導
入
し
た
近
代
的
建

物
に
、
米
飯
給
食
施
設
や
廃
水
処
理

施
設
の
ほ
か
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
学

持
給
食
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
や
産
業
発
展

に
か
か
せ
な
い
道
路
網
整
備
も
、
町

道
二
号
線
を
は
じ
め
、
二
十
路
線
以

上
に
わ
た
っ
て
補
修
、
舗
装
工
事
を

宰
猫
し
ま
す
。

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
る
地
籍
等

査
は
、
押
越
・
紙
漉
阿
原
の
二
地
区

百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

が
、
こ
れ
に
加
え
、
今
年
度
よ
り
五

ヶ
年
計
画
で
、
道
路
や
河
川
の
台
帳

盤
講
を
行
い
ま
す
。

乙
の
ほ
か
目
新
し
い
事
業
は
、
町

制
十
周
年
記
念
事
業
、
福
祉
関
係
で

ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
推
進
事
業
、
保
健

関
係
で
は
整
形
検
診
と
五
歳
児
検
診

の
新
規
実
施
、
健
全
な
人
，
つ
く
り
を

目
指
す
教
育
関
係
で
の
、
各
種
学
級

講
座
開
設
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
継
続
し
て
建
設
し
て

き
た
町
営
住
宅
も
、
本
年
度
六
戸
建

一
棟
を
建
設
し
、
完
了
と
な
り
ま
す
。

以
上
お
お
き
な
も
の
だ
け
取
り
上
げ

て
み
ま
し
た
が
乙
の
ほ
か
に
も
住
み

よ
い
町
*
つ
く
り
を
目
指
じ
、
き
め
細

か
な
施
策
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

議墨 料 鵠 母語 締
土 木 費 総 務 費 民 生 費 衛

28.684円

生 費 教育費 そ の他

20.503円 20.051円 13.096円 25.185円 44.9 73円

152.492円〉(総額出支のり当人民町

EE置
総

額二
億
九
千
万
円

検
診
な
ど
を
実
施
し

保
険
税
の
軽
減
を

今
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
は
、
総
額
二
億
九
千
九
百
二
十

八
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
歳
入
の
五
七
・

O
%

に
あ
た
る
一
億
六
千
六
百
八
十
二
万

円
は
、
国
・
県
か
ら
の
負
担
金
、
補

助
金
で
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
残
り
は

み
な
さ
ん
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

国
保
税
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
年
の
保
険
税
は
、
一
世
帯
当
り

十
万
二
千
七
百
八
十
二
円
、
一
人
当

り
三
万
二
千
七
百
四
十
四
円
負
担
し

て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
り
ま
す
。

年
々
、
医
療
費
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
負

担
E
比
例
し
て
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
乙
の
負
担
額
の
軽
減
措
置
と
し

て
町
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
人
間

ド
ッ
ク
、
成
人
病
検
診
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。



(4) 報

昭
和
町
誕
生
十
周
年
を
祝
う
記
念

行
事
が
、
去
る
四
月
四
日
・
五
日
の

両
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
日
に
は
午
前
十
時
よ
り
町
民
体

喜
で
、
県
を
は
じ
め
各
市
町
村
長
、

各
種
団
体
役
員
な
ど
約
五
百
名
が
出

席
し
、
盛
大
な
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
・
議
会
議
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
こ
れ
を
期
に
制

定
し
た
町
民
憲
章
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
紹
介
、
ま
た
永
い
問
、
町
発

展
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
い
た
八
十

三
名
の
功
労
者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ

広町和昭

町
制
切
労
者
八
十
三
名
表
彰

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
記
念
パ
ー
テ
ィ

を
開
催
し
、
十
周
年
を
祝
う
と
と
も

に
、
乙
れ
か
ら
の
昭
和
町
の
飛
躍
的

差
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

翌
五
日
に
は
、
町
内
一
周
駅
伝
大

会
の
実
施
や
福
祉
ま
つ
り
、
各
団
体

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
た
展

示
即
売
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
バ
ザ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
席
上
表
彰
さ
れ
た
人
は
次

の
方
々
で
す
。

敬
称
略

(
二
十
名
)

有

功

受

賞

者

自
治
功
労
者

野
沢
敬
太
郎
、
深
川
市
郎
、
井
口
等
、

笹
本
初
太
郎
、
保
坂
貞
明
、
福
島
国

雄
、
浅
川
通
、
山
田
誠
一
、
今
井
照

健
三
神
広
光
、
有
泉
淳
夫
、
小
宮

山
光
三
、
泉
幸
弘
、
河
田
正
雄
、
山

本
与
、
井
上
亨
、
細
田
文
雄

消
防
功
常
者

依
田
駒
夫
、
河
西
初
男

体
育
功
労
者

山
田
節
義

優
遇
受
賞
者
(
六
十
三
名
)

自
治
功
労
者

三
井
猛
雄
、
久
保
田
芳
照
、
白
書
達

角
高
野
農
林
、
小
宮
山
鮮
、
河
西

真
、
小
宮
山
良
夫
、
井
口
金
夫
、
秋

山
長
三
、
秋
山
富
士
夫
、
小
言
山
卓

呉
牧
野
方
宏
、
太
田
豊
、
秋
山
善

雄
、
石
川
芳
文
、
中
山
寿
太
郎
、
保

坂
正
己
、
福
島
賢
、
横
沢
幸
治
、
伊

藤
久
雄
、
小
林
正
次
、
山
由
美
明
、

三
型
書
章
、
山
口
成
之
、
柳
沢
八
十

一
、
丸
山
康
弘
、
小
宮
山
光
治
、
河

西
幾
太
郎
、
田
中
豊
蔵
、
田
中
良
夫
、

輿
石
俊
雄
、
武
内
進
、
名
執
富
士
夫
、

内
田
稔
、
相
原
豊
、
小
沢
弘
、
松
田

孝
弘
、
武
井
武
夫
、
武
井
幸
夫
、
保

坂
篤
、
井
口
淳
夫
、
須
田
正
夫
、
保

坂
弥
、
長
田
善
貞
、
清
水
博
文
、
五

国民健康保険証の
更新手続きはお済みですか/

四
月
一
日
よ
り
国

民
健
康
保
険
証
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
が
、

あ
な
た
の
保
険
証
は

事
薪
手
続
き
を
終
え

て
い
ま
す
か
・
・
・
。

ま
だ
更
新
手
続
き

を
終
え
て
い
な
い
方

は
、
至
急
役
場
保
健

課
で
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
手

続
き
に
は
保
険
証
と

印
か
ん
が
必
要
で
す

の
で
必
ず
と
持
参
下

さ
い
。

味
和
幸
、
長
田
そ
の
子
、
古
屋
悦
三
、

消
防
功
労
者

塚
原
春
雄
、
笠
井
敏
之
、
望
月
金
次
、

五
味
一
素
、
井
日
孝
裕
、
望
月
知
徳
、

石
原
国
夫
、
五
味
貞
明

国
の
関
係
機
関
永
年
功
労
者

堀
之
内
敏
男
(
行
政
相
談
員
)
、
井

口
伝
(
人
権
擁
護
員
)
、
豊
川
茂

(
保
護
士
)

善

行

賞

讐
同
勝
子
、
五
味
徳
美
、
清
水
忠
堤

教
育
功
労
者

渡
辺
孝区

の
常
設
役
員
等

の
選
任
及
び
変
更

四
月
一
日
付
で
、
一
部
の
区
に
お

い
て
常
設
役
員
等
が
次
の
と
お
り
選

任
ま
た
は
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
敬
称
略

西
条
二
区

区

長

区

長

代

理

土

木

委

員

(
汐
副
委
員

衛

生

委

員

(
h
q

副
委
員

紙
漉
阿
原

区

長

区

長

代

理

土

木

委

員

志長望斉塚高深小上
村田月藤原野沢林杉

知
英
留
雄博

孝
雄
春
雄
)

輝
昭
)

正
男
弘
道
)

篤
彦
)

五蒔小
味田池

辰徳
政治次

~ 
OダイヤJレはp[憶にたよ
らず、電話帳やメモ帳

で確かめる習慣を。

電話は能率よく上手に衛

生

委

員

飯

喰区

長

区

長

代

理

土

木

委

員

衛

生

委

員

河

西区

長

区

長

代

理

土

木

委

員

衛

生

委

員

神
宮
寺
一
男

早磯今磯
川部沢部

朝徳佳俊
造蔵幸彦

五功松五
味万田味

貞栄美
明幸誠治

人

事

異

動

四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
町
職
員

の
人
事
異
動
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

配
置
換
え

讐
巴
頭
周
(
建
設
課
か
ら
経
済
課
)

国
勝
弘
ハ
総
務
課
か
ら
福
祉
課
)

新

採

用

松

山

仁

(

経

済

課

)

，
小
宮
山
裕
美
(
総
務
課
)

市
川
千
寿
子
(
議
会
事
務
局
)

渥
美
幸
久
(
税
務
課
)

今
沢
幸
弘
(
建
設
課
)



報

老人センター送迎福祉パス発車
毎週火曜日と木曜日

町社会福祉協議会では、毎週 2回玉穂村の老人福祉センターま

での定期パスを発車させています。 60歳以上の方であればだれ

でも気軽に利用できますのでおおいに利用下さい。

パスの運行日は、毎週火曜日と木曜日で、各停留所通過は別図

のとおりです。

なお、特別団体等の利用はあらかじめ、総務課か福祉協議会事

務局までと連絡下さい。今月の 5日、 1 2日は運休となりますの

でご了承下さい。

町
手
数
料
条
例
を
改
正

印
鑑
証
明
一
通
百
二
十
円
に

三
月
定
例
議
会
で
、
町
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
案
が
可
決
。
四

月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
、
租
税

公
課
に
関
す
る
証
明
な
ど
の
手
数
料

が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
王
致
料
は
、
租
税
公
課
に

関
す
る
証
明
、
資
産
比
関
す
る
証
明
、

印
鑑
登
録
証
明
、
居
住
証
明
、
外
国

人
登
録
証
明
、
住
民
票
、
戸
籍
付
票

広町和昭(5) 

種 sU 手数料

d涜院議者lζ対する米鱗購入量割当 350 

旅行証明書父付 60 

優良宅地造成認定申請 20，000 

床面積100m'以下 1.000 

優良住宅 // 100 m~以上，~500m'.以下 1.500 

新彦事認定 。 500 口地i上.~2，OOOm'.以下 2，000 

申 請 。 2，000 耐以上~10，ooom似下 6，000 

。10，000m'以上 8，000 

狂犬病予防注射済票父付 300 

犬鑑札再父付 500 

狂犬病予防注射済票再交付 150 

米穀とう精業者登録 3.600 

米穀とう精業者登録票書換え交付 600 

米飯提供業者登録 1.800 

米飯提供業者登録更新 1.000 

米飯提供業者登録票書換え交付 600 

鳥獣飼養許可証父付、更新、再父付 900 

単位:円

の
写
し
の
交
付
、
埋
火
葬
に
関
す
る

証
明
な
ど
、
各
種
証
明
書
が
こ
れ
ま

で
の
一
件
に
つ
き
百
円
が
百
二
十
円

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
県
で
扱
わ
れ
て
き
た

許
可
や
認
可
な
ど
の
事
務
が
、
四
月

一
日
か
ら
市
町
村
に
権
限
委
譲
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
こ
れ
ら
事
務
字
数
料
が

別
表
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

老人福鎧センタ-

10.16 

止E47会堂
， OK走行

福 祉パス運行計画

回和良箇

本所9.52

〈コ-
(岡原・押鍾中島}

ヲ7ミリコ阻和居

τ£z 

グ
ラ
ッ
と
き

た
と
き
、
最
少

限
な
に
を
し

は

な
け
れ
ば
い

総

け
な
い
か
を

機

考
え
、
そ
の

機

対
策
を
講
じ

側

て
お
く
乙
と

叫

が
賢
明
で
す
。

そ
の
た
め
に

は
、
ふ
だ
ん
、

ど
う
い
う
対
策

を
講
じ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

か
を
考
え
、
い
ざ

と
い
う
時
K
備
え

て
準
備
を
怠
り
な

く
す
る
こ
と
で
す
。

1" (1) 

;J崎勝機織議機問:皇室喜
lとと水いでツだのてぜ②るて物す量棚
役いをつおにん。おひ泊 o重をる蒙や
立ぎ張もい水かまきとイ 心下 o具タ
ちとっ風たをらたたも器 をにまはン
まいて呂 hくパ、い備は 下入た柱ス
すうおに、んケふもえ、 げれ重 Iζ な

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
開
発
途

上
に
あ
る
国
々

K
役
立
つ
、
技
術
や

持
揺
を
も
っ
た
隊
員
を
墓
象
し
て
い

ま
す
。
マ
応
募
資
格
二
十
歳

1
三
十
五
歳

ま
で
の
青
年
男
女

マ
募
集
期
間
四
月
十
五
日
!
五
月

三
十
一
日

マ
一
次
試
験
七
月
五
日
(
日
)

マ
募
集
説
明
会
五
月
九
日
(
土
)

午
後
二
時
よ
り
(
山
梨
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
)

※
募
集
要
項
l
願
書
等
の
問
い
合
わ

せ
先
、
県
庁
総
務
課
外
事
担
当
l
電

話
l
甲
府
仰
一
一
一
一
内
線
二
三
八

「
は
か
り
」
の

定
期
検
査
を
実
施

県
計
量
榛
定
所
で
は
「
は
か
り
」

の
定
期
検
査
を
左
記
日
程
で
実
施
し

ま
す
。取
引
や
証
明
に
利
用
し
て
い
る
一
ば

か
り
」
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
る
な
い
乙

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
必
ず
受
け
る
よ
う
忙
し
て
下
さ
い
。

害蕗
日
時
五
月
十
三
日

午
前
十
時
!
正
午

場

所

中

央

公

民

館

講

堂

宮
本
施
日
時

五
月
士
二
日

午
後
一
時
!
二
時

場
所
昭
和
農
協
西
条
事
業
所

※
当
日
印
鑑
を
必
ず
持
参
下
さ
い
。



(6) 

上
河
東
地
区
に
栄
冠

町
内
一
周
駅
伝
大
会

町
制
十
周
年
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
第
一
回
町
内
一
周
駅

伝
大
会
は
、
押
原
中
空
殺
校
庭

を
十
時
ス
タ
ー
ト
、
十
区
間
、

十
七
・
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

K

わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た。
沿
道
や
各
中
継
点
は
、
乙
の

レ
l
ス
を
ひ
と
め
見
よ
う
と
い

う
人
た
ち
で
埋
ま
り
、
通
過
選
手
ひ

と
り
ひ
と
り
に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
好

試
合
を
展
回
、
最
終
ゴ

l
ル
も
最
後

ま
で
も
つ
れ
、
優
勝
、
準
優
勝
は
同

R
4

タ
イ
ム
な
ど
熱
戦
が
展
固
さ
れ
ま
し

tdF

n
b
d
n
h
δ
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p
b
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b
o
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h
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n
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δ
n
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δ
n
b
d
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u
n
h
y
u
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u
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b
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b
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p
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は

対

子

し

年

の

施

め

意

会

一

域

の

等

実

有

浄

止

を

九

織

府

塾

見

を

ツ

に

先

ら

ん

に

親

と

毎

年

実

努

熱

者

彰

地

月

換

ら

た

境

防

彰

邑

香

甲

字

発

報

ケ

火

い

か

さ

策

、

り

ら

少

を

に

る

導

表

、

毎

交

か

い

環

化

表

司

山

、

習

一

通

パ

消

つ

部

。

弘

対

く

く

か

「

」

導

い

。

指

議

は

し

の

年

て

て

行

体

陪

奥

ま

の

第

な

、

期

、

本

た

沢

年

高

づ

年

に

会

指

て

す

プ

会

会

立

報

1
れ

し

非

団

結

の

川

目

、

格

に

初

て

防

し

小
少
が
場
1
中

く

、

げ

で

ラ

民

者

確

情

5
き

去

の

い

惨

落

小

丁

り

適

も

で

し

消

ま

の
青
心
の

5
暇

聞

言

あ

の

ク

県

導

を

、

和

置

撤

年

な

消

部

押

五

お

て

と

等

と

府

れ

喰

の

関

話

和

休

を

助

を

も

供

一

指

織

究

昭

設

に

少

少

置

府

越

(

母

の

し

と

一

た

甲

き

飯

域

る

対

昭

季

見

、

果

た

引

ブ

組

研

を

台

全

青

数

処

甲

押

ん

国

災

と

る

レ

め

、

彰

地

す

の

で

夏

意

し

成

れ

匹

ラ

、

の

鐘

四

完

、

て

な

一

さ

市

火

者

す

リ

努

頃

表

、

さ

河

ク

り

成

の

に

を

等

し

S

ん

せ

価

る

供

た

育

愛

内

機

績

と

樹

遣

さ

評

あ

子

あ

全

、

域

売

実

る

適

織

着

く

統

竹

花

健

ら

地

販

た

い

o

に

盾

定

高

伝

若

進

、

が

、

動

め

で

は

時

刻

軒

加

配

酌

一

腕

計

一

戸

町

一

割

引

れ

ま

淡

駒

行

努

熱

河

活

例

努

し

図

K
努

け

メ

棚

て

と

の

定

K
行
害
化

K
受

1

報広町和昭

飯喰の小沢弘さん

一県民会議表彰一

表/彰/三/題

親子の対話の場づくりに尽力

区間優勝者一覧

第十区 実第/¥. 第七区 第 第五 第区四 第 第 第
名一氏間区一l区 区 区 区 区 区

井上 大野 本笹 相原 大場 E 沢 宮雨 井 屋古

武
良実
彦
幸紀 美春
裕
久生 実
宣恵 樹正 名

珂東上
阿 清 飯 河 一 河 中 一 一 チ所

原 水 喰 西 区 西 島 区 区 ム属

そ
の
結
果
、
優
勝
に
上
河
東
、
準

優
勝
築
地
新
居
、

三
位
に
西
条
一
区

が
入
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
区
間
優
勝
者
は
次
の
方

々
で
す
。

第
三
回
ゴ
ル
フ
大
会
実
施

昭
和
体
協
の
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
左

記
に
よ
り
春
季
大
会
を
実
施
致
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
と
参
加
下
さ
い
。

戸】

実
施
日
五
月
二
十
四
日

場

所

甲

斐

駒

カ

ン

ト

リ

ー

ス
タ
ー
ト
午
前
九
時
三
十
分

※
参
加
申
し
込
み
は
五
月
十
日
ま
で

に
、
各
部
落
役
員
か
事
務
局
l
五
味

(
役
場
)
ま
で
連
絡
下
き
い
。

な
お
、
参
加
費
用
は
二
千
円
か
か

り
ま
す
。

町
/
民
/
俳
/
句

ー「

花

冷
・
」

林

彦

花
冷
に

特
薬
も
入
れ
て

旅
用
意

磯
部

花
冷
や

捨
犬
児
童
の

輿
石列
さ舌し
だす信
代与

花
冷
や

野
良
着
一
枚

つ
い
で
の
む
酒
花
冷
の

重
ね
着
て

清
水
博
文

紙
コ
ッ
プ

井
上
ま
さ
江

花
冷
や

豆
い
る
勾
ひ

タ
厨

伊
藤

春
江

花
冷
や
ほ
ど
き
て
重
き

帯
の
か
さ

内
藤
ふ
く
次

児
を
叱
る

度
悔
い
の
こ
す
花
の
冷
満
子

松
岡

荏
巾
ゆ
る
白
髪
の
遺
影

笑
み
少
し

桑

原

丑

寅

路
地
花
子
供
等
数
い
唄

高

野

久

枝

稚
児
の
化
粧
の
白
く
浮
き

中

沢

静

代

荏

m
や
背
戸
の
せ
せ
ら
ぎ
い
き
い
き

花
冷
や

花
冷
や

と

「

雑

」

矢

崎

竜

星

山
吹
き
の
恋
は
く
る
わ
の
芸
に
泣
き



報

昨
年
の
十
一
月
一
日
発
/
灯
、
広
報

し
よ
う
わ
五
十
七
号
に
昭
和
町
の
地

名
の
由
来
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
同

号
に
引
き
続
き
掲
載
い
た
し
ま
す
。

四
月
九
日
、

N
H
K
テ
レ
ビ
午
後

七
時
三
十
分
よ
り
佐
藤
八
郎
先
生
の

山
梨
地
名
考
の
解
説
が
あ
っ
た
が
、

韮
崎
市
清
哲
町
(
旧
清
哲
村
)
の
地

名
は
、
ぷ
ぜ
わ
ざ
青
木
、
折
居
、
樋
口

の
四
つ
の
大
字
か
ら
ひ
と
つ
づ
っ
持

ち
ょ
っ
て
清
哲
村
と
し
た
合
成
地
名

で
あ
る
。
一
般
に
は
わ
か
り
花
く
い
地
名
で
、

由
来
を
解
明
す
る
ζ

と
は
地
道
な
努

力
を
必
要
と
し
、
相
当
困
難
な
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

前
回
記
載
し
た
と
お
り
、
新
居
寄

ら
い
」
に
は
二
通
り
の
意
味
が
あ
り
、

①
新
し
い
用
水
路
⑦
新
居
の
意
で
新

代
新
し
い
集
落
の
こ
と
で
中
部
関

東
地
方
に
特
に
多
ド
。
せ
し
す
-v

清
水
新
居
は
、
清
水
の
湧
出
す
る

新
し
く
開
拓
し
た
村
の
意
で
あ
る
。

ほ
か
に
築
地
新
居
(
前
回
記
載
)
が

あ
り
、
小
字
で
新
居
刷
、
河
束
中
島

に
は
俗
称
新
居
小
路
(
あ
れ
え
乙
う

じ
)
の
地
名
が
あ
る
。

町内

寸|探究

昭
和
町
地
名
の
由
来

広町和昭(7) 

郷
土
研
究
部
長

雨

'='=" 
呂

イ有

西
条
新
田
は
、
甲
斐
国
志
西
条
の

項
で
「
河
荒
ノ
廃
田
ヲ
開
キ
後
に
新

田
一
村
ヲ
建
ツ
」
と
あ
る
。
新
田
「
し

ん
で
ん
し
は
、
一
般
的
に
は
江
戸
時

代
近
世
前
期
か
ら
申
期
に
か
け
て
、

低
湿
地
や
台
地
の
新
田
開
発
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。
乙
の
時
期
以
後
の
開

拓
村
を
い
い
、

ζ

の
地
名
は
全
国
的

K
分
布
し
、
特
に
関
東
地
方
を
中
心

K
非
常
に
多
い
。
ほ
か
に
字
と
し
て

築
地
新
田
、
小
字
と
し
て
押
越
に
新

田
、
新
田
西
、
新
田
前
、
紙
漉
阿
原

に
新
田
、
飯
喰
に
下
新
田
が
あ
る
。

当
町
は
、
釜
無
川
脱
獄
肺
門
の
た
め

上
流
は
岩
石
や
模
空
が
、
下
流
部
は

細
砂
泥
土
で
あ
っ
て
、
乙
の
河
原
を

開
墾
し
た
た
め
に
河
原
の
小
字
地
名

が
非
常
に
多
い
。
清
水
新
居
に
南
河

原
、
西
条
新
固
に
北
河
原
、
西
条
一

区
に
中
河
原
、
北
河
原
、
押
越
に
天

神
河
原
、
上
河
原
、
出
口
河
原
、
河

東
中
島
に
下
河
原
、
上
河
原
、
紙
漉

阿
原
K
中
河
原
、
上
河
原
、
東
河
原

大
河
原
、
築
地
新
居
に
東
河
原
、
飯

喰
に
中
河
原
、
河
原
に
類
し
た
も
の

で
西
条
新
田
の
砂
田
、
河
東
中
島
の

あ

れ

も

〈

ず

れ

ま

ま

荒
地
、
紙
漉
阿
原
の
鮪
種
、
西
条
一 弐

区
の
中
曽
根
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
形
に
即
し
た
地
名
と
な
っ
て
い

る
。
億
「
ま
ま
」
は
、
台
状
地
の
下

の
崖
を
「
マ
マ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

曽
根
「
そ
ね
」
と
は
、
石
が
多
く
砂

地
で
地
味
の
骨
せ
た
土
地
を
い
う
。

曽
根
の
地
名
は
全
国
的
K
多
く
J

県

内
に
争
中
道
町
上
曽
根
、
下
曽
根
の

ほ
か
、
都
留
市
、
大
月
市
等
数
か
所

に
あ
る
。
西
条
一
区
の
小
字
に
才
械
、
河
東

中
島
の
小
字
に
才
社
が
あ
る
。
さ
い

の
か
み
の
地
名
は
、
北
海
道
を
除
く

全
国
各
地
に
見
ら
れ
、
県
内
に
も
、

玉
穂
村
下
三
条
、
竜
王
町
篠
原
、
鰍

沢
町
箱
原
等
ほ
か
、
各
地
の
小
字
に

あ
る
が
、
才
之
神
の
ほ
か
に
祭
の
神
、

妻
の
神
、
幸
の
神
、
塞
神
等
の
漢
字

を
あ
て
た
も
の
が
あ
る
。
「
き
い
の

か
み
」
は
峠
の
神
、
道
祖
神
の
意
で
、

道
祖
、
道
祖
神
、
塞
神
は
さ
え
の
か

み
と
読
ま
れ
て
い
る
。
「
さ
え
」
と

は
さ
え
ぎ
る
の
意
で
、
道
祖
神
は
村

の
境
や
村
中
の
道
路
の
交
差
す
る
地

点
に
祭
ら
れ
、
悪
霊
等
が
入
り
こ
ま

な
い
よ
う
に
祭
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

道
祖
神
が
祭
つ
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に

こ
の
地
名
が
あ
る
。

当
地
は
、
釜
無
川
氾
濫
の
暴
威
に

悩
ま
さ
れ
、
そ
れ
を
防
ぎ
、
ひ
た
す

ら
土
地
の
安
泰
を
願
う
た
め
に
神
を

祭
り
神
を
信
仰
し
た
。
し
た
が
っ
て

神
の
つ
祭
ら
れ
で
あ
る
と
こ
ろ
や
、
ま

た
曾
で
祭
ら
れ
で
あ
っ
た
所
に
、
そ

れ
に
ち
な
ん
だ
小
字
や
俗
称
の
地
名

が
あ
る
。
西
条
一
区
の
小
宇
に
神
屋
、
清
水

新
居
に
宮
の
上
、
西
条
新
固
に
神
の

木
が
あ
り
、
押
越
の
小
宇
陀
丸
桃
、

天
神
河
原
、
氏
神
が
あ
る
。
天
神
と

は
全
国
的
に
分
布
す
る
地
名
で
、
菅

原
道
真
の
霊
を
祭
っ
た
神
社
。
河
東

中
島
の
小
字
に
熊
の
宮
が
あ
る
。
熊

野
神
社
の
あ
っ
た
所
で
、
神
社
は
西

北
方
の
現
在
地

K
E医
し
た
。

し
ん
め
い

飯
喰
の
小
字
神
明
は
各
地
花
見
ら

れ
る
地
名
で
、
伊
勢
神
宮
信
仰
の
神

明
社
に
ち
な
ん
だ
も
の
。
河
東
中
島

じ
ん
み
よ
う

は
俗
称
神
明
と
い
う
部
落
が
あ
る
。

天
照
大
神
を
祭
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
築
地
新
居
K
大
神
、
大
神
上
の

だ
い
じ
ん

小
字
が
あ
る
。
大
神
は
局
発
神
宮
の

と
と
で
、
ま
た
、
も
と
飯
喰
の
枝
村

で
水
の
宮
(
現
在
は
築
地
新
居
に
属

す
)
は
、
水
神
を
祭
っ
た
と
と
ろ
、

紙
漉
阿
原
の
小
字
の
貴
船
(
き
ふ
@

は
、
水
の
神
を
祭
っ
た
と
こ
ろ
の
地

一・、
、名、
し
1
4占五-b 

名
で
、
ほ
か
に
下
貴
船
の
小
字
が
あ

る。
押
越
の
小
字
五
本
杉
は
、
昭
和
村

誌
に
よ
れ
ば
宗
祖
日
蓮
聖
人
第
三
の

弟
子
白
蓮
阿
闇
梨
日
興
上
人
、
正
応

三
庚
寅
年
(
一
二
九
O
)
旧
経
塚
と

い
う
と
ζ

ろ
に
、
一
宇
の
草
庵
を
結

び
、
天
下
泰
平
と
両
親
報
恩
と
村
内

安
全
等
の
た
め
読
請
の
霊
地
で
あ
っ

な
ら

た
。
本
山
本
門
寺
七
本
杉
に
倣
い
五

本
の
杉
を
堂
近
く
に
植
え
た
た
め
、

今
に
至
り
て
も
字
を
五
本
杉
経
塚
と

い
っ
て
い
る
。
と
し
て
あ
る
。

以
下
、
次
の
機
会
と
い
た
し
ま
す
。

勉
強
不
足
の
点
が
非
常
に
多
い
が
、

よ
ろ
し
く
と
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
考
文
献
ー
昭
和
村
誌
、
甲
斐
国

志
、
角
川
書
居
地
名
の
語
源
、
新
人

物
住
来
社
日
本
地
名
語
源
事
典
、
平

凡
社
世
界
大
百
科
事
典
、
甲
斐
地
名

考
(
佐
藤
八
郎
氏
著
)
、
岩
波
国
語

事
典
。
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5月 6日附
中央公民館

・昭和 55年2月1日~昭和 56年1月31日ま

での出生児

※5月 6自に都合の悪い方は、 5月 19目的K実施し
ます。

=ポリオ生ワクチン投与ニ

午後 1時......， 2時実施日時

場所

該当児

=整形外科検診=

5月 13目的
中央公民館

-昭和 55年12月1日~昭和 56年3月31日

までの出生児

二子宮ガン検診=

5月16日目 30日(卦
対象剖落西条地区

※おって希望者を愛育

班員がとりまとめます。

二不用犬収集日=

5月1日午前10時

場所旧役場前

※飼主の方は、収集車

が来るまで犬といっし

ょにいて下さい。

又、登録犬は役場保健

課へ鮒肖届けをして下

さし"'0

午後 1時"""'1時 30分実施日時

場 可 所

該当児

可燃物・不燃物収集日

日程 曜日 内 廿'*' 地区名

6日 水 もえる物 全地区

7日 木 ガラス類 。
1 1日 月 もえる物 1/ 

14日 木 " 
1/ 

15日 金 金属類 持原樹く

18日 月 もえる物 全地区1

20日 水 金属類 西条地区

21日 木 もえる物 全地区

25日 月 11 " 
28日 木 " 11 

二5種混合予防接種二

5月 14日附

中央公民館

・昭和 52年 6月 30日~昭和 54年 2

月 28日までの出生児

午後 1時""""'2時実施日時

場所

該当児

指定場所K当日午前 8時 30分
までにお出し下さい。

二乳児健康相談=

児当該

9・12ヶ月児

二 l歳 6ヶ月児検診二
3 

午後 1時""""'2時5月 2 6目的

中央公民館

実施日時

所場

二母子健康手帳交付及び妊婦相談=

5月 2目的

1 6日国

中央公民館

午前 9時~正午実施日時

瞬日 54年 9月 1日~昭和 54年 11月該当児

3 0日までの出生児
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